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ールドカフェなどの手法がある。ワールドカフ

ェとは，４～５人のグループで組み合わせを変

えながら話し合いや交流を行うことによって，

あたかもカフェにいるような安心できる雰囲気

の中で，ネットワークを築きながら場に一体感

を醸成しつつ，主体的で創造的な話し合いをつ

くるためのファシリテーション形態の一種のこ

とである（堀,2012）。 

 ファシリテーションとは人々の活動が容易に

できるよう支援し，うまくことが運ぶよう舵取

りすることで，もともとビジネスの分野でグル

ープによる会議を効率的に運営する手法として

開発され応用されてきたものである。その集団

による問題解決の手法を学校教育の場に取り入

れたのが，堀（2012）による「教室ファシリテ

ーション」であり，つまり，教育現場における

「伝え合い活動」である。「伝え合い活動」を通

して，言語でのコミュニケーションを効率的に

行うことによって，「伝え合う力」が育まれてい

くと考える。 

２ 研究の目的 

 新聞作りの活動を基盤とし，伝え合い活動を

通して，児童の伝え合う力を育てる指導の在り

方を明らかにする。 

３ 研究仮説 

①新聞作りを段階的に指導することにより，伝

えたいことが相手に伝わるような表現の仕方

が身につき，「伝え合う力」，特に発信する力

が高まるであろう。 

②授業の中において，伝え合う場を意図的に設

けることにより，多様な交流を通して他者か

ら学ぶ楽しさを感じることができ，伝え合う

意欲が高まり，「伝え合う力」，特に受信する

力，交流する力が育つだろう。 

４ 研究内容 

４－１ 研究内容：新聞作り活動 

（１） 方法 

①対象児童 公立小３年生（男１６，女１４） 

②単元と指導内容 

 各教科や総合的な学習の時間，学活などに新

聞作りを計画的に盛り込み，定期的に新聞作り

を行った（表１）。 

 表１ 小３各教科で取り組んだ新聞作り 

月 教科 単元名 サイズ 指導内容 

４

月

学

活 

自己紹介

をしよう 

はがき 新聞の持つ意味

「伝える意識」 

４

月

国

語 

春の楽し

み 

はがき 一番伝えたいこ

とから伝える 

５

月

社

会 

地区探検

をしよう 

はがき イラストや絵を

入れる効果 

６

月

国

語 

夏の楽し

み 

はがき 言葉集め（情報収

集力），理由づけ 

６

月

国

語 

本を紹介

しよう 

はがき 見出しのつけ方，

工夫 

７

月

社

会 

甲府市の

紹介 

Ｂ４ グラフや地図を

入れる効果 

９

月

国

語 

秋の楽し

み 

はがき 短い言葉で伝え

る(俳句コーナー)

10

月

総

合 

外国博士

になろう 

Ｂ４ 情報収集，地図の

効果 

学習新聞作りのほかに，週末の宿題として，

「わたしの新聞」作りにも取り組んだ。児童ら

は，身の回りの出来事や興味を持って調べたこ

と，最近のニュースの紹介など自由に記述し，

友だちに伝えるよう工夫をして取り組んだ。 

（２）結果 

新聞作りでは，４月から段階を追って「一番

伝えたいことから」「理由をつけて」「順序を考

えて」伝えるなど，論理的に内容を構成し，組

み立てる伝え方のスキルを指導してきた。 継続

して行ったことにより， 学年当初，一言日記の

ように書いていた児

童の新聞（左）が，
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が○つあります。一つ目は～」といった論理的

に内容を構成した話し方がよく見られるように

なった。よって，新聞作りを指導してきたこと

により，「伝え合う力」の中の「発信する力」が

ついてきたと考える。 

 また，児童の情意面をみてみると，「新聞作り

で工夫していることは？」という問いに対し「人

気が出るような見出しを考えている」とした子

がいるように，友だちに楽しんで読んでもらう

ことを心がけて新聞作りを楽しんでいる様子が

わかる。また，「写真をつけるときは，選んでど

こを切って残せばよいか工夫している」「いろい

ろな材料を使っている」など，さまざまな情報

の中から自分が伝えたいことが友だちに伝わる

ように情報を取り出している児童が多い。相手

意識を持ち新聞作りをするという体験により，

一方的に「伝える」のではなく，相互交流に発

展していったように思う。 

新聞作りは，ここまで述べてきたような「伝

える」側面とともに読み手として「受信する」

側面もある。学習かるた作りをしたときに「月

曜日 みんなの新聞 楽しみだ」と作った児童

がいるように，児童らは毎週発行している新聞

を見合うのをとても楽しみにしている。興味を

持って読むことで「受信する力」，また感想を言

い合うことで「交流する力」もついてきたとい

えるだろう。よって，新聞作りは子どもたちの

「伝え合う力」をつけるために有効な指導の工

夫の一つであることが確かめられた。 

４－２ 研究内容：伝え合い活動の授業実践 

（１）方法 

① 対象児童 公立小３年生（男１６，女１４） 

② 単元名 「説明のしかたを考えよう」  

教材名「すがたをかえる大豆」 

（光村図書 小学３年下） 

③ 単元の目標 

ア）中心となる語や文をとらえ，段落相互の関

係を考えながら，文章の内容を的確に理解す

ることができる。 

イ）内容を大きくまとめたり，必要なところは

細かい点に注意したりしながら読むことが

できる。 

ウ）構成や段落相互の関係に注意しながら，文

章を書くことができる。 

④単元計画 

次 時 学習内容 

一

 

 

 

 

１

 

 
２

 

○説明文を書くために，「上手な説明

のわざを見つけよう」という学習課

題を設定する。 

○全文を読み，はじめて知ったこと

やすごいと思ったことを伝え合う。

二 ３

 

４

５

 
６

７

○小見出しを考え，それぞれの段落

のおおまかな内容をとらえる。 

○文章全体の組み立てを考える。 

○「中」をくわしく読み，工夫を見

つける 

○説明の順番について考える(本時) 

○「おわり」をくわしく読み，説明

の工夫を見つける。 

三 ８ ○興味のある本を選んで読み，自分

が調べたい食材を決める。 

⑤本単元で用いた手法 

授業の中に「個人で考える→少人数で伝え合

う→クラス全体で伝え合う」という流れを作り，

児童が相互に交流し，学び合う場として「伝え

合う場」を意図的に設ける。「伝える」ために

は，自分の考えを持つことが前提となる。自分

の考えをしっかり持ち，小グループの友だちに

伝えようとすることで，漠然とした思いが徐々

に明確になっていく。グループで交流したこと

を全体で交流するという活動を経て，それぞれ

の学びの深まりへとつながると考える。本研究

ではこの３ステップでの活動を「伝え合いの場」

とする。少人数での話し合いは自己表現が苦手

な児童にも抵抗感が少なく，考えを伝え合い，

共通点や相違点を見つけやすい。よって，話し

合いが活性化されるだろう。授業では，自分の

考えを広げて深めるために仲間と伝え合い交

流し合う場を意図的に設けることにより，伝え

合う力を高めていく。 
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⑥本時の授業内容 

教材文は，大豆をおいしく食べるための工夫

を５つの例で説明している解説型の文章である。

段落構成が明確であり，段落をつなぐ接続語が

多く使われている。本時では，「次に」「また」

「さらに」などの接続語の働きによって，論理

の展開をとらえていくことを通して，説明する

順序について考えさせていった。 

本時の課題提示は，教科書の段落□3 ～□7 の順

番の□3 と□6 を入れ替えたものを提示して，入れ

替えてよいかどうかと児童の考えを揺さぶる

発問をし，考えさせた。教科書の段落は以下の

ような構成となっている。□3 いちばん分かりや

すいのは（いったり煮たりする工夫）□4 次に（粉

にして食べる工夫）□5 また（栄養を取りだして

違う食品にする工夫）□6 さらに（小さな生物の

力で違う食品にする工夫）□7 これらのほかに

（取り入れ時期や育て方を変えて食べる工夫）。 

本時の目標「段落の順序に注目して読み，説

明のしかたを見つけることができる」に迫るた

めに，「伝え合いの場」を指導計画の中に位置

づけた。伝え合い活動はワールドカフェという

手法をとった。理由は，本時の活動においては，

能動的に教科書通りではない順序の可能性を

探るために，自分の考えの他に他者の考えを得

ることで，さらに自分の考えを再構築できると

考えたからである。授業の流れとしては，伝え

合いのステップ「個人で考える→グループでの

交流（ワールドカフェ）→全体交流」という三

段階の学習ステップを流れとする伝え合いの

場を設定した。ワールドカフェによるグループ

での伝え合い活動は，グループで伝え合う→他

のグループの情報を得る→自分のグループに

戻り比較検討して考えを構築する３ラウンド

の伝え合いを行った。 

（２） 結果 

 以下は３つのステップに従った伝え合い活

動における子どもの学びの様子である。 

①ステップ１：個人で考える段階 

個人で自分の考えをもち，ノートに書く場面

では，これまでの学習を振り返り，本文を読み

返す活動をしながら，考えている様子が見られ

た。一人一人が自分の考えを書くことができた。

この時点での児童の考えは，教科書通りの文を

選んだ児童が２３人，順序を入れ替えた文を選

んだ児童が６人だった。伝え合う力の要素であ

る発信するために必要な自分の考えを持つこと

は，すべての児童ができた。 

②ステップ２：伝え合い活動により解決を図る 

それぞれ自分の考えをもとにグループでの話

し合いに入った。どちらを選んだかとその自分

なりの理由を全員が話すことができた。グルー

プ用のワークシートに理由・根拠を書きながら，

それぞれの考えを可視化しながら進めた。グル

ープ学習の中で友だちの意見を聞き，本文に戻

って読み直すなどして考えている姿も見られた。 

他の班に移動して情報を集める場面では，一

人残ったリーダー（ホスト）が自分の班での話

し合い結果を伝え，他グループから来た児童ら

は情報を聞き漏らすまいとメモしながら聞いて

いる様子が見られた。伝えられた情報を聞いて

自分たちの考えと似ている点や違う点を伝えた

り，「なるほど」と思った意見にはうなづいたり，

拍手をしたりする姿が見られた。 

再び自分のグループに戻り，集めた情報を交

流した後，グループとしての考えをまとめさせ

た。その結果，すべてのグループが「順番を変

えない方がよい」という結論に達した。 

 以下，ビデオから，あるグループのプロトコ

ルを引用し，身についた力を検討する。 

Ａ：自分の考えを言っていってください。 

Ｊ：ぼくは，変えてもよいと思います。理由

は，変えたら少し分かりやすくなるからで

す。「さらに」と変えても説明できるからで

す。 

Ｒ：ぼくは，変えない方がよいと思います。

理由は，順番的に，③④⑤⑥⑦の方がよい

と思うし，変えたら話が変になるからです。

伝えたいことをはじめに言い（説明のわざで

身につけた伝え方・発信する力），その理由を
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述べている（新聞作りで身につけた伝え方）。 

Ｎ：私も変えない方がよいと思います。理由は，

食べるのが多い順だからです。 

Ａ：だれがですか？ 

Ｎ：自分が，食べる順番が多いということです。 

Ａ：あー，なるほど。分かりました。 

分からないことは質問して情報を得て，答え

に対して反応している（受け取る・受信する力）。 

Ａ：「急に『さらに』という言葉が来るのはお

かしいと思います。『さらに』は今まで説明

がいっぱいあるということだから，急に『さ

らに』ではじまるのは変だと思います」 

（発言を聞きながら，Ｎが拍手。一同，「あー，

そうか」なるほど拍手） 

Ｊ：「やっぱり，変えないだと思う。③だと『い

ちばん分かりやすいのは』といっていて，⑥

だと『さらに』といっているから」 

友だちの発言を最後まで聞いて，うなづく，

話を受けた発言をするなど反応している（受信

する力・交流する力）。 

Ｊ：４班さんは，変えない方がよいでした。理

由が３つあって，理由１つめは読みやすいか

らでした。２つめは，定番順だからでした。

３つめは納豆菌は意外だからです。 

説明する理由に順番をつけて，話す順序の工

夫して話している（発信する力・新聞作りで身

に着けた力）。 

Ｒ：３つめは納豆菌は意外だからです。 

Ａ：はい？どういうことですか？ 

Ｎ：定番じゃなくて意外だからですね。 

Ｒ：納豆菌は以外は，結構いい意見だと思う。 

Ｊ：うん，意外は意外といい意見だ。 

Ｒ・Ｎ：そう。 

（Ａ 教科書本文を読みなおして） 

Ａ：なるほど，だから，いい文だ。 

友だちの発言を受けて，反応したり，自分の

考えを述べたりしている（交流する力）。 

③ステップ３：全体での意見交流 

全体での意見交流の場面では，「順番を変えた

方がいいとう考えのゲストティーチャーのＡ先

生を説得しよう」ということで，グループの話

し合い結果を伝えていった。全体での伝え合い

を通した児童の感想の中に「いろいろな理由が

あったけど，１班の理由からいろんなことが学

べた」というものがあった。全体交流を通して，

学び合いも生まれたように思う。本文を根拠に，

説得力ある伝え方（プロトコル１）で伝えるこ

とができ，最後に説得できたところで終了し，

児童らは満足そうだった。 

（プロトコル１） 

わたしたちの班は変えないほうがよいに決ま

りました。理由は，はじめの文章に１班は注目

しました。「わかりやすいのは」から「次に」「ま

た」「さらに」「これらのほかに」と書いてある

からです。Ａ先生の意見は，はじめのことばが

成立していないから，だから，変えないほうが

よいと思います。 

また，他班の考えを受けて発表する伝え方（プ

ロトコル２）で，伝え合う様子も見られた。 

（プロトコル２） 

ぼくたち５班は変えないほうがよいと思いま

す。理由は，２．３，４班さんの意見と似てい

て、２の次に急にさらにということばがあると

変だから。さらには前に説明がたくさんあると

いうことだからです。 

自分の考えと比べて（似ている，違う），友だ

ちの発言を聞き，それに対して反応している（受

信する力・交流する力）。 

（３）考察 

段落の順番を考え，段落相互の関係を考える

という課題は，児童にとって初めての経験であ

り，難しいと思われた。しかし，友だちとの伝

え合いの場を経て自分なりの考えを深めていく

様子が見られた。「伝え合いの場」を設定したこ

とにより，本時の目標に迫ることができたので

はないかと考える。「意見がまよっていたけど，

みんなの意見がわかって，ワールドカフェがで

きてよかったです。またやりたいです」と児童

の感想にあるように，多様な交流を通して，児

童らは違う意見を知り，他者から学ぶ楽しさを
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